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研究成果の概要（和文）：本研究では、加齢に伴う聴覚障害が歩行機能と認知機能の関連に及ぼす影響を明らか
にするため、3つの研究を行った。その結果、①加齢性難聴は歩行速度の低下に関連するとともに、歩行の空間
的ばらつきを高める要因であることが明らかとなった。また、②認知機能低下および転倒に対する加齢性難聴の
影響は、歩行速度レベルによって規定されていることが明らかとなり、歩行速度が低下している者ほど加齢性難
聴と認知機能低下および転倒の関連が強く現れることが明らかとなった。加えて、③補聴器装着に伴い、加齢性
難聴者の歩行機能と認知機能の両者が改善する傾向が認められた。

研究成果の概要（英文）：This study, including three research, aimed to reveal the effects of 
age-related hearing loss (ARHL) on the association between gait and cognition. The results showed 
that (1) ARHL was associated with slower gait speed and stride length variability. We also found 
that older adults with ARHL who walked slowly showed lower cognitive function and a higher incidence
 of falls, whereas those with decent gait speed did not show such a tendency. Furthermore, our 
clinical observational study showed that gait and cognition tended to improve with wearing hearing 
aids among older adults with ARHL.

研究分野：応用健康科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究から高齢期の難聴と歩行機能の低下は密接に関連しており、その交互作用が認知機能低下や転倒発生に関
連していることが明らかとなった。また、補聴器の装着に伴い歩行機能と認知機能の両者が改善しうる可能性も
示唆された。以上の知見から、加齢性難聴の高齢者であっても補聴器装着といったケアを適切に行うとともに、
歩行機能の維持に注意することにより、加齢性難聴の2次的健康影響を防ぐことができると推察される。本研究
の結果は、これまで観察されてきた疫学的知見を深めるとともに、加齢性難聴に対するケアの重要性を啓発する
ものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
歩行機能と認知機能は自立した生活を営む上で極めて重要な機能であるが、両者の高齢期に
おける機能低下は密接に関連していることが明らかとなっており、その機序解明が課題となっ
ている。最近、加齢に伴う聴覚障害（老人性難聴）が認知症発症の強い危険因子であることが示
されてきた。また、この高齢期の聴覚障害は、同時に転倒のリスクを高めることも報告されてい
る。この転倒が聴覚障害に伴う歩行機能低下（平衡機能や下肢の制御機能低下）により生じてい
るとするならば、聴覚障害が高齢者の歩行と認知両機能低下の関連を媒介している可能性も高
い。しかし、これらの関連は個々に検討されたものであり、高齢期の聴覚障害と歩行・認知両機
能低下の包括的関連性については系統立った検討がなされておらず、聴覚障害が高齢者の歩行・
認知両機能に与える複合的影響については明らかではない。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、加齢に伴う聴覚障害が歩行機能と認知機能の関連に対し、どのような影響を
与えるのか、その媒介効果と高齢期の転倒発生への影響・機序を明らかにすることである。具体
的には、疫学調査、臨床観察調査、実験室的調査の 3つの研究課題に分けて研究を遂行すること
により、聴覚障害が高齢期の機能障害に及ぼす複合的影響の理解を目指す。 
 
 
３．研究の方法 
（1）疫学研究① 
調査には都市部在住の 107名の高齢者が参加した。オージメータを用いて 500Hzから 4000Hz
の聴力閾値を左右耳で測定し、平均聴力レベルを算出した。左右の耳のうち、聴力が良い方の耳
の平均聴力レベルが 26dB以上の者を加齢性難聴者（正確には軽度以上の加齢性難聴者）と定義
した。また、マット式の歩行解析機器を用いて通常歩行時の歩行速度と歩幅および 1歩あたりの
歩行時間の変動係数（歩行における空間的・時間的ばらつき）を評価した。加えて過去 1年間の
複数回の転倒経験を聴取した。 
 
 
（2）疫学研究② 
調査には都市部在住の 810名の高齢者が参加した。疫学研究①同様に、オージメータを用いて

500Hzから 4000Hzの聴力閾値を左右耳で測定し、平均聴力レベルを算出し、聴力良好側の平均
聴力から正常聴力者（25dB以下）、軽度難聴者（26dB以上 40dB以下）、中等度以上難聴者（41dB
以上）に参加者を分類した。加えて、歩行速度、全般的認知機能（Montreal Cognitive Assessment）
を検査し、過去一年間の転倒歴を聴取した。 
 
 
（3）臨床観察調査 
東京都健康長寿医療センター耳鼻咽喉科・補聴器外来を受診している高齢者のうち、研究参加
の同意が得られた 10名を研究対象とした。研究参加者に対しては、外来で行う聴力評価に加え、
歩行速度および歩幅の空間的・時間的変動性（一歩行周期の距離・時間の変動係数）をマット式
の歩行解析機器を用いて測定し、認知機能（全般的認知機能、実行機能、反応時間など複合的な
テストバッテリー）、転倒歴、重心動揺（立位姿勢時の姿勢のふらつき具合）等を含めた総合評
価を行った。追跡期間は 1年間とし、外来再診に合わせて 3か月後、6か月後、12ヶ月に調査を
行い、事前調査時（補聴器装着直後）との比較を行った。なお、認知機能検査は事前調査と 12
ヶ月調査時のみ行った。 
 
 
（4）実験室的調査 
研究には感覚機能と筋骨格筋機能に問題のない 16 名の若年者が参加した。実験室には 9mの
歩行路を設定し，歩行路の開始点から 6m の地点に障害物を設置した（高さ 15cm、横幅 60cm、
奥行き 1cm）。実験参加者はイヤーマフによって聴覚情報が遮断された条件と、フレーム保持に
よって足元の視覚情報が遮断された条件、およびそれらのコントロール条件（計 4条件）におい
て、通常の歩行速度で障害物に接近し、触れることなく障害物を跨ぎ越した（各 10回）。この際、
障害物跨ぎ越し時の先導脚は右足に統制した。障害物跨ぎ越し時のフットクリアランス（障害物
を超えるときの足と障害物の距離、以後 CL）を動作解析カメラを用いて測定し、障害物接近時
の歩容はマット式の歩行解析機器を用いて測定した。 
 
 



４．研究成果 
 
（1）疫学研究① 
研究参加者のうち、48.6 %が軽度
以上の加齢性難聴者であった。解析
の結果、加齢性難聴は歩行速度の低
下に関連するとともに、歩幅のばら
つき増大と関連することが明らかと
なった（図 1）。この結果は、高齢期
の難聴が歩行の制御を不安定にして
いる可能性を示唆している。また本
研究から、歩幅のばらつきの増大は転倒の発生リスクを高める要因であることが分かった。以上
の結果から、従来報告されている難聴と転倒の関連は難聴に伴う歩行の不安定化が影響してい
る可能性が推察される。 
 
 
（2）疫学研究② 
研究参加者のうち、320 名
（39.5%）が軽度難聴者、233名
（28.8%）が中等度以上の難聴
者であった。解析の結果、全般
的認知機能および転倒の発生
の両者において歩行速度と中
等度以上の難聴の交互作用が
示され、中等度以上の難聴高
齢者のうち、歩行速度が遅い
者ほど認知機能が低く、転倒
のリスクが高いことが明らかとなった（図 2）。一方、中等度以上難聴者で歩行速度がある程度
保たれている者では認知機能が保たれ、転倒リスクも低い傾向があることが示された。以上から、
歩行能力レベルが加齢性難聴の 2次的影響を修飾している可能性が推察される。 
 
 
（3）臨床観察調査 

12か月後の追跡調査を終了した 9名を解析対象者とした（1名途中辞退）。歩行検査の結果、
通常歩行、最大歩行ともにケイデンス（時間当たりの歩数で足の回転数を示す）に補聴器装着に
伴う有意な改善が認められ、1歩当たりの所要時間（step time）に関しても改善の傾向が確認さ
れた。また、認知機能に関しても、全般的な認知機能および記憶機能に有意な改善が認められた。
以上から、加齢性難聴者に対する補聴器装着は歩行機能と認知機能の両者を改善しうる可能性
があることが明らかとなった。 
 
 
（4）実験室的調査 
実験の結果、先導脚の

CL では視覚情報の有無に
有意な主効果が認められ、
足元の視覚情報が遮断さ
れた場合は CL が有意に高
くなっていた。他方、CLの
変動係数に関しては聴覚
情報の有無に有意な主効
果が認められ、聴覚情報が
遮断された場合は有意に
CL のばらつきが大きくな
っていた。また障害物接近
時の歩容では、歩幅（障害物から 6歩分の歩幅）の変動係数に関して視覚情報と聴覚情報の有無
に有意な交互作用が認められ、視覚情報と聴覚情報の両者が遮断された場合に有意に障害物接
近時の歩行のばらつきが大きくなることが分かった。 
本研究から視覚情報に加え聴覚情報が遮断されることにより、動作のばらつきが大きくなる
ことが明らかとなった。このような動作特性が難聴者の転倒リスクを高めている可能性があり、
聴覚情報には動作のばらつきを統制する役割があるのかもしれない。 
 

20

22

24

26

28

30

32

-1.5 -1 -0.5 0 0.5 1 1.5

正常聴力
軽度難聴
中等度以上難聴予

想
さ
れ
る
M
oC
A
得
点

歩行速度（中心化した標準値）

-4

-3

-2

-1

0

1

2

3

-1.5 -1 -0.5 0 0.5 1 1.5

歩行速度（中心化した標準値）

予
想
さ
れ
る
lo
g 
od
ds

正常聴力
軽度難聴
中等度以上難聴

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

歩
幅
の
ば
ら
つ
き
（変
動
係
数
, %
）

先
導
脚
C
Lの
ば
ら
つ
き
（変
動
係
数
, %
）

視覚情報
あり

視覚情報
なし

視覚情報
あり

視覚情報
なし

聴覚制限なし 聴覚制限あり

p = 0.02

p = 0.04

聴覚制限なし 聴覚制限あり

図 2. 難聴と歩行速度の相互作用が与える影響 

左：MoCA 得点に与える影響を示した折れ線グラフ 
右：転倒発生リスクに与える影響を示した折れ線グラフ 

図 1. 平均聴力レベルと歩行変数との相関関係 

図 3. 聴覚情報と視覚情報を操作した際の障害物回避行動の変化 

左：障害物接近時の歩幅のばらつき（変動係数） 
右：障害物跨ぎ越し時の CL のばらつき（変動係数） 
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